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「
高
梁
市
図
書
館
の
指
定
管
理
」
に
つ

い
て
、
こ
の
図
書
館
は
賑
わ
い
の
施
設
と

し
て
は
、
一
定
の
評
価
は
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
本
来
の
教
育
機
関
と
し
て
、

ま
た
中
央
図
書
館
と
し
て
の
活
動
、
そ
し

て
生
涯
教
育
や
人
材
育
成
、
地
域
を
育
て

る
図
書
館
と
し
て
は
評
価
さ
れ
て
い
る
と

は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
指
定
管
理
と
す

る
こ
と
で
多
く
の
図
書
館
職
員
が
非
正
規

雇
用
で
あ
る
こ
と
も
問
題
で
あ
り
、
こ
の

議
案
に
反
対
す
る
。

　
「
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
」

に
つ
い
て
は
、
10
万
円
の
現
金
支
給
に
つ

い
て
評
価
す
る
。
今
後
も
本
当
に
困
っ
て

い
る
方
の
支
援
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

陳
情
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
助
成
制
度

は
障
害
認
定
さ
れ
た
方
だ
け
で
あ
る
。
難

聴
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
な

り
、
補
聴
器
が
認
知
症
の
予
防
に
も
な
る
。

高
齢
者
や
若
年
性
難
聴
者
の
方
の
た
め
に

も
助
成
制
度
の
創
設
が
必
要
と
考
え
、
陳

情
の
採
択
を
求
め
る
。

12 月定例会で賛否が分かれた議案の採決結果

※議長は採決には加わりません。　※他の議案は全会一致で可決しました。
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補聴器購入費用の助成制度の創設を求める陳情
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全
て
の
議
案
に
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論

す
る
。

　
「
旧
吹
屋
小
学
校
の
指
定
管
理
」
に
つ

い
て
は
、
吹
屋
地
区
だ
け
で
な
く
、
高
梁

市
民
、
岡
山
県
民
の
宝
で
も
あ
り
、
文
化

財
保
存
活
用
計
画
を
作
成
し
て
の
管
理
運

営
を
求
め
る
。

　
「
高
梁
市
図
書
館
の
指
定
管
理
」
に
つ

い
て
、
こ
の
５
年
は
新
し
い
図
書
館
の
姿

と
、
新
し
い
文
化
を
な
じ
ま
せ
る
期
間
で

あ
り
、
運
営
し
て
い
る
Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
評
価
す

る
。
今
後
は「
文
化
の
創
造
の
拠
点
と
ア
ー

カ
イ
ブ
機
能
を
有
す
る
図
書
館
」
を
目
指

し
て
ほ
し
い
。

　
「
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
」

に
つ
い
て
は
、
早
急
な
対
応
を
求
め
る
。

　

陳
情
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
補
助
対

象
者
数
が
不
透
明
で
あ
り
、
公
的
支
援
に

つ
い
て
は
障
害
者
総
合
支
援
法
に
書
か
れ

て
い
る
。
要
約
筆
記
や
筆
談
ボ
ー
ド
の
社

会
拡
大
が
現
実
的
で
あ
り
、
陳
情
は
不
採

択
と
考
え
る
。

高
梁
市
図
書
館
の
指
定
管
理
に

反
対

旧
吹
屋
小
学
校
に
つ
い
て

「
文
化
財
保
存
活
用
計
画
」
を
作
成

し
て
の
管
理
運
営
を
求
め
る

石
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誠 

議
員

金
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恭
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本
市
の
財
政
見
通
し
は
、
平

成
28
年
度
に
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
社
会
経
済
動
向
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
次
世
代
に
過
度

の
負
担
を
強
い
る
こ
と
の
な
い

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

た
総
合
計
画
に
合
わ
せ
て
、
今

後
10
年
間
の
財
政
見
通
し
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
年
後
の
令
和
12
年
度
に

は
、
歳
入
歳
出
は
令
和
３
年
度

と
比
べ
る
と
約
23
％
減
の
約
２

１
９
億
円
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
自
治
体
の
借
金
に
あ
た

る
公
債
費
は
、
予
算
規
模
の
縮

減
に
合
わ
せ
て
金
額
は
小
さ
く

な
る
も
の
の
、
比
率
は
お
お
む

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の「
中
期
財
政
見
通
し
」を
公
表

　

平
成
30
年
７ 

月
豪
雨
災
害

と
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の

改
正
を
受
け
て
見
直
し
を
図
っ

て
い
た
「
ま
ち
な
か
居
住
エ
リ

ア
」お
よ
び「
高
梁
市
防
災
指
針
」

の
案
を
ま
と
め
た
報
告
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

見
直
し
で
は
、
高
梁
・
落
合

市
街
地
、
成
羽
地
域
の
ま
ち
な

か
居
住
エ
リ
ア
か
ら
、
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
と
な
っ
た
６
・

25
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
除
外
。
河
川

に
よ
る
浸
水
や
災
害
が
想
定
さ

れ
る
区
域
の
対
策
は
、
高
梁
市

防
災
指
針
を
定
め
て
取
り
組
ん

で
い
く
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

災
害
が
想
定
さ
れ
る
区
域
は
、

基
本
的
に
ま
ち
な
か
居
住
エ
リ

ア
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
高
梁
市
に
お
い
て

は
古
く
か
ら
住
民
が
こ
の
エ
リ

ア
に
居
住
し
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
が
指
定
避
難
所
か
ら
１
㎞
圏

内
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、

ま
ち
な
か
居
住
エ
リ
ア
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

防
災
指
針
に
よ
る
主
な
取
り

組
み
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

ハ
ー
ド
面
は
、
砂
防
ダ
ム
の
整

備
、
内
水
排
除
ポ
ン
プ
の
増
設
、

河
道
掘
削
、
陸
閘
改
修
、
雨
水

ポ
ン
プ
の
新
設
な
ど
。
ソ
フ
ト

面
は
、
防
災
マ
ッ
プ
の
整
備
、

防
災
ラ
ジ
オ
な
ど
通
信
基
盤
の

強
化
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

地
域
の
防
災
対
策
、
要
配
慮
者

利
用
施
設
の
避
難
確
保
計
画
の

策
定
な
ど
で
す
。

高
梁
市
立
地
適
正
化
計
画(

案)
に
つ
い
て

　

難
聴
は
生
活
の
質
の
低
下
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
に
つ
な
が
り
ま
す
。
補
聴

器
は
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
、
聞
こ
え

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
と
っ
て
重
要
で
す
。

　

自
治
体
に
よ
っ
て
は
難
聴
の
度
合
い
に
よ

り
補
助
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、

国
の
補
聴
器
購
入
助
成
は
、
障
害
認
定
を
受

け
た
方
の
み
が
対
象
で
す
。
今
回
の
陳
情
は
、

中
等
度
難
聴
者
や
若
年
性
難
聴
者
な
ど
に
も

助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
を
、
市

議
会
か
ら
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

内
容
で
す
。

　

審
査
で
は
陳
情
者
の
内
容
を
肯
定
す
る
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、「
障
害
者
に
は
今

の
制
度
で
購
入
補
助
が
さ
れ
て
い
る
、
国
の

負
担
増
加
が
心
配
、
難
聴
の
方
が
認
知
症
に

な
る
と
い
う
医
学
的
根
拠
は
な
い
、
補
聴
器

は
安
価
に
な
っ
て
き
て
い
る
、
補
助
金
を
も

ら
っ
て
ま
で
補
聴
器
を
つ
け
な
く
て
も
よ

い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、
市
民
生
活

委
員
会
で
も
、
本
会
議
で
も
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

ね
横
ば
い
の
ま
ま
。
逆
に
、
貯

金
に
あ
た
る
基
金
は
、
現
在
の

75
億
円
か
ら
36
億
円
に
半
減
す

る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
見
通
し
に
は
、
令
和
８

年
度
以
降
の
新
規
建
設
事
業
は

含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後

も
歳
出
規
模
に
合
わ
せ
た
行
政

の
ス
リ
ム
化
と
、
市
債
残
高
の

縮
減
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
12 

月

定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
歳

入
歳
出
の
収
支
不
足
、
財
政
指

標
の
中
で
も
特
に
経
常
収
支
比

率
、
普
通
建
設
事
業
へ
の
さ
ら

な
る
取
り
組
み
、
人
件
費
抑
制

な
ど
に
つ
い
て
複
数
の
議
員
よ

り
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

政
府
に
補
聴
器
購
入
助
成
の
た
め
の

意
見
書
を
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歳入と基金残高の推移 補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
陳
情

議
会
全
員
協
議
会
（
11
月
18
日
開
催
）

討　論

「中期財政見通し」の詳細は
高梁市ホームページをご覧ください。
https://www.city.takahashi.lg.jp/site/zaisei/zaiseimitooshi.html

陳 情

ケーブルテレビ光化事業
新消防庁舎建設事業
高梁認定こども園建設事業
有漢義務教育施設建設事業
川上学習センター改修事業
広瀬地区緊急避難施設建設事業
緊急自然災害防止対策事業
市道改良事業

今後予定されている事業
R3～ R5
R3 ～ R6
R3 ～ R6
R3 ～ R6
R3 ～ R7
R3 ～ R5
R3 ～ R7
R3 ～ R7

期間
10億 8千万円
15億 8千万円
21億 8千万円
9億 6千万円
6億 1千万円
4億 5千万円
7億 4千万円
36億 3千万円

概算事業費




